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真庭市の姿

　歴代特別職（敬称略）
【歴代市長】

氏　　名 在　任　期　間
井手紘一郎

太田　　昇

平成17年（2005年）4月24日～平成25年（2013年）4月23日

平成25年（2013年）4月24日～現任中

【歴代収入役】
氏　　名 在　任　期　間
藤原　一夫 平成17年（2005年）5月20日～平成19年（2007年）3月31日

【歴代助役及び副市長】
氏　　名 在　任　期　間
高田　浩一

安永　知昭

藤原　一夫

須田　　実

吉永　忠洋

伊藤　敦哉

平成17年（2005年）5月20日～平成21年（2009年）5月19日

平成17年（2005年）8月 1日～平成19年（2007年）3月31日

平成19年（2007年）4月 1日～平成21年（2009年）6月30日

平成21年（2009年）7月 1日～平成28年（2016年）6月30日

平成28年（2016年）7月 1日～令和 4年（2022年）3月31日

令和 4年（2022年）4月 1日～現任中

【歴代教育長】
氏　　名 在　任　期　間
大倉　　貢

沼　　信之

三ツ　宗宏

平成17年（2005年）5月23日～平成23年（2011年）8月18日

平成23年（2011年）9月 1日～平成29年（2017年）4月30日

平成29年（2017年）5月 1日～現任中

行　政

　人口
真庭市では人口減少と同時に世帯数も減少しています。また、高齢者人口が多く、少子高齢化が進ん

でいます。
国立社会保障・人口問題研究所の公表する報告書では、このままの人口減少傾向が続けば、2040年度

の真庭市の総人口は「約29,800人」になると推計されています。こうした状況も踏まえ、真庭市では人
口減少を抑制するための可能な政策を講じ、従前の目標を見据えながらも実現可能性が高いと考えられ
る人口目標を「32,000人」と設定しています。

真庭市の人口と産業の、この20年をデータで見てみます。

出典：国勢調査
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データから見る真庭市

　産業

事業所は「卸売・小売業」が最も多く、次に「建設業」や「宿泊業、飲食サービス業」が多くなっています。
「製造業」や「卸売・小売業」「医療・福祉」で多く働いています。
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出典：令和 3年経済調査 -活動調査（岡山県統計年報 市町村産業大分類別事業所及び従事者数）

市役所庁舎全景
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真庭市の姿

　歴代特別職（敬称略）
【歴代市長】

氏　　名 在　任　期　間
井手紘一郎

太田　　昇

平成17年（2005年）4月24日～平成25年（2013年）4月23日

平成25年（2013年）4月24日～現任中

【歴代収入役】
氏　　名 在　任　期　間
藤原　一夫 平成17年（2005年）5月20日～平成19年（2007年）3月31日

【歴代助役及び副市長】
氏　　名 在　任　期　間
高田　浩一

安永　知昭

藤原　一夫

須田　　実

吉永　忠洋

伊藤　敦哉

平成17年（2005年）5月20日～平成21年（2009年）5月19日

平成17年（2005年）8月 1日～平成19年（2007年）3月31日

平成19年（2007年）4月 1日～平成21年（2009年）6月30日

平成21年（2009年）7月 1日～平成28年（2016年）6月30日

平成28年（2016年）7月 1日～令和 4年（2022年）3月31日

令和 4年（2022年）4月 1日～現任中

【歴代教育長】
氏　　名 在　任　期　間
大倉　　貢

沼　　信之

三ツ　宗宏

平成17年（2005年）5月23日～平成23年（2011年）8月18日

平成23年（2011年）9月 1日～平成29年（2017年）4月30日

平成29年（2017年）5月 1日～現任中

行　政

　人口
真庭市では人口減少と同時に世帯数も減少しています。また、高齢者人口が多く、少子高齢化が進ん

でいます。
国立社会保障・人口問題研究所の公表する報告書では、このままの人口減少傾向が続けば、2040年度

の真庭市の総人口は「約29,800人」になると推計されています。こうした状況も踏まえ、真庭市では人
口減少を抑制するための可能な政策を講じ、従前の目標を見据えながらも実現可能性が高いと考えられ
る人口目標を「32,000人」と設定しています。

真庭市の人口と産業の、この20年をデータで見てみます。

出典：国勢調査
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年齢別・男女別人口の構成

男20,022人 女21,663人

（令和7年（2025年）1月1日住民基本台帳）
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データから見る真庭市

　産業

事業所は「卸売・小売業」が最も多く、次に「建設業」や「宿泊業、飲食サービス業」が多くなっています。
「製造業」や「卸売・小売業」「医療・福祉」で多く働いています。
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出典：令和 3年経済調査 -活動調査（岡山県統計年報 市町村産業大分類別事業所及び従事者数）

市役所庁舎全景
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　「市政20年の軌跡　一体感醸成の時代～真庭ライフスタイルの時代」で取り上げた小項目をページ順に並べています。
全体の流れも分かるように、大中項目も合わせて掲載しています。

市政20年の軌跡
　一体感醸成の時代　
〇「杜の都」を目指して
　真庭ひかりネットワークの構築  28
　新たな公共交通サービスの整備  30
　行政改革の推進  31
〇「賑わい」を目指して
　バイオマスタウン構想の推進   32 
　「観光回廊真庭」の展開    33
　真庭あぐりネットワークの形成   34                                  
〇「安らぎ」を目指して
　地域を支える団体を育成    35
　消防団を統合、再編成    35
　子育て支援の充実を進める    36

　真庭ライフスタイルの時代
〇「まち」と「ひと」のための【市役所】を目指して 
　①市役所は運営から経営へ（自己改革）　　
　　職員の政策立案能力の向上   43
　　行政機能の改革    44
　②新たな公共施設は市民との議論から生まれる
　　振興局に公共施設を集約化   45
　　小・中学校は新たな配置へ   46
　　「こども園」の整備    47
　　図書館の「進化」    47
　③新たな公共施設は「まち」の魅力づくり
　　グリーナブルヒルゼンの展開   49
　　旭川・りんくるラインの整備   50
　④こどもまんなか社会を目指して
　　「こどもまんなか」の取組    50
　　障がい者・児発達発育支援センターの開設  51
　　公園の整備     52

〇「ひと」が活躍する多彩な【まち】を目指して                     
　①地域内循環が新たな「まち」の仕組みとなる
　　真庭バイオマス発電所の稼働   53
　　生ごみからバイオ液肥を製造   56
　　デジタル地域通貨「まにこいん」の展開  59
　②稼ぐ力が「まち」を未来につなぐ
　　（一社）蒜山農業公社    60
　　農業生産法人ひるぜんワイン(有)   61
　　真庭産業団地     61
　　（一社）真庭観光局    63
　③「まち」は市民が楽しむところ
　　（公財）真庭エスパス文化振興財団   64
　　（公財）真庭スポーツ振興財団   65
　　蒜山郷土博物館    65
　④福祉のこころが「まち」を包む
　　（社福）真庭市社会福祉協議会の活動  66
　⑤地域振興は「まち」を元気にする

　　㈱グリーンピア蒜山    67
　　㈱ノア     68
　　㈲醍醐の里     68
　　まにわ日本蜜蜂企業組合    69
　⑥「まち」を舞台に「ひと」は活躍する               
　　薪生産組合と（一社）アシタカ   70 

〇豊かな暮らしを応援する【ひと】
　①新たな「ひと」の登場(移住・定住)
　　真庭なりわい塾    71
　　地域おこし協力隊    73
　②地域を応援する「ひと」(地域振興)
　＜自主共生の地域づくり＞
　　ＮＰＯ法人 吉縁起村協議会   74
　　富原婦人林研クラブ     74
　　二川ふれあい地域づくり委員会   75
　＜自然を生かして＞ 
　　北房ホタル保存会    76
　　蒜山自然再生協議会    76
　＜歴史をつなぐ＞
　　北房文化遺産保存会    77
　　旧遷喬小支援団体    78
　　社地域振興協議会    78
　　山中一揆義民顕彰会    79
　＜地域の応援団＞
　　勝山町並み保存団体    80
　　ひるぜん焼そば好いとん会   80
　　大衆演劇「焼芝一座」    81
　　湯原温泉しゃくなげ会    82
　＜社会奉仕団体＞
　　真庭青年会議所    82
　　国際ソロプチミスト真庭    82
　　真庭ロータリークラブ    83
　　5つのライオンズクラブ    83
　＜まちづくりは地域の枠を超えていく＞
　　まにワッショイ、勝山・町並み会議、おチアーズ 84
　③市役所と住民をつなぐ「ひと」(行政委員)
　　民生委員・児童委員    86
　　愛育委員     86
　　食育推進ボランティア    87
　④高齢者を支える「ひと」(地域共生)                                                 
　　集いの場     88
　　チームオレンジ    90
　⑤地域を守る「ひと」(地域自治)
　　自主防災組織     90
　　市道愛護団体     91
　⑥子どもを育てる「ひと」（全市民）
　　つどいの広場     92
　　放課後児童クラブ    93
　　おちあいおむすびぷろぐらむ   93
　　ユースセンターまぁぶる    94

「市政20年の軌跡」小項目一覧

製造品出荷額は増加傾向にあり、働く人は  「電気機械器具」や「木材・木製品」製造で多くなっています。

製　造　業

農業出荷額は増加傾向にあり、県内4位です。経営体数は3,884で、稲作が最も多くなっています。
農業の出荷額は、１３６億円（令和5年）
農　業

観光入込客数は、コロナ禍【2020年度】で激減したが、その後は回復傾向にあります。
真庭市への観光入込客数は、３,０４９千人（令和6年）
観　光

出典：平成17・22・26年、平成元年は工業統計調査、令和4年は経済構造実態調査（経済産業省）
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農畜産物別農業経営体数（令和2年（2020年）調査）

（令和4年6月1日時点）

（単位：経営体）
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製造業の出荷額は、１,４２６億円（令和4年）、木材・木製品製造は、４１１億円


	真庭　表紙
	260316-2真庭市制20年_
	真庭　裏



